
 

「安産福運大祭」「母子と助産師の日」記念イベントご報告 
 

   

 村松志保子助産師顕彰会・愛媛県助産師会・高忍日売神社 ：平成26年3月8日 

  愛媛県にある日本で唯一の産婆乳母の祖神の高忍日賣神社にて開催 

 
 

 
 

 
 
                      

 

村松志保子助産師顕彰会 会報誌 （第9回発行・2014年6月) 

会報誌 「しほこの樹」 
第９号 

高忍日賣（たかおしひめ）神社の境内に
ある「連理の枝」です。 
それぞれの2本の木の枝どうしが、つな
がってしまった不思議な絆の木がありま

 

 

 

 

    

高忍日賣神社（たかおしひめじんじゃ）  
所在地：愛媛県伊予郡松前町大字徳丸387 
電話 ：089-984-8212 

交通  ：JR予讃本線「北伊予駅」から徳丸方面へ 

        徒歩15分，道後温泉より車で約30分 

連理の枝   

◆ 座談会と助産師の個別相談 

    テーマ：「楽しい子育て・孫育て」 

    司会進行  ： 岡本喜代子（日本助産師会会長・武蔵野大学看護学科教授） 

    話題提供者：南野知惠子（顕彰会会長・前参議院議員・日本看護連盟顧問） 

           加藤尚美（日本赤十字秋田看護大学大学院特任教授） 

           黒田優子（愛媛県助産師会会長）               

◆ 安産福運大祭 斎行 

  お祈りとお話 （宮司の後藤正宜様） 

◆ 助産師交流会 

私たち、助産師は、 
出産や子ども虐待、大災害等で失われた母子の生命に対して、深い哀悼の意を表します。 
また、母子とそのご家族や女性のリプロヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の支援活動を生涯実践した 
先輩助産師の遺功を偲び、ここに、敬意と感謝の意を捧げます。 
世界中の全ての母子と家族に幸福が、また世界中に平和が到来することを、心から願っています。 

私たちは、毎年、３月８日を「母子と助産師の日」と定め、この地に集い、祈りを捧げたいと願っています。 

母子と助産師の碑 
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第16回村松志保子助産師顕彰会式典 
 

日時：平成25年7月20日（土）13:00～15:30   会場：リバーサイドホール１階ミニシアター 
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南野会長の挨拶で式典開始！ 

記念講演1 光本明實「被害者支援活動について」 
記念講演2 大竹沙織「産婆から女医になった高橋瑞の生涯より」 
記念講演3 棒田明子「孫育て・子育て支援から思うこと」 

受賞者の皆さま 
記念講演1   
光本明實様 

記念講演3  
棒田明子様 

記念講演2   
大竹沙織様 

顕彰会活動報告  

主な活動報告 
平成25年 7月 村松志保子助産師顕彰会リーフレット・母子と助産師の碑の栞製作 
           平成25年度通常総会・第16回村松志保子賞等表彰式  

平成25年 7月 会報誌発行8号（７月発行） 

平成26年 1月   村松志保子氏墓参り（谷中墓地） 

平成26年 3月   「すみだ やさしいまち宣言」イベント参加 
          南野知惠子会長、岡本喜代子書記長 
平成26年 3月  “母子と助産師の日”記念イベント および“安産福運大祭”   

平成26年 4月  第17回村松志保子賞等表彰（郵送の部発送） 
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顕彰会の会員数：126名（H26年5月現在） 

平成25年度事業報告  
第1回 理事会  平成25年7月20日  平成25年度事業計画等 

第2回 理事会  平成25年9月 1日 第17回表彰者の検討・母子と助産師の日イベント企画 
第3回 理事会  平成26年4月 1日 第18回表彰者の検討 

第4回 理事会  平成26年5月 6日 第18回表彰者の検討・平成26年度総会式典準備 
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 介護老人保健施設 ろうけん隅田秋光園の敷地内には、秋光園ゆかりの人達
の記念碑があります。村松志保子氏のレリーフ像も設置されており墨田区の
歴史を垣間見ることができます。 
 ろうけん隅田秋光園は、隅田川沿いにある両国の介護老人保健施設です。 

 江戸っ子気質を持つ下町の情緒が残る志保子ゆかりの地である墨田区、両

国周辺を散策しながら、村松志保子記念碑をご覧ください。 

所在地：東京都墨田区横網2-7-13  電話：03-5610-1235 

交通  ：JR総武線『両国駅』から徒歩8分 

    都営大江戸線『両国駅』から徒歩5分 
    都営地下鉄浅草線『蔵前駅』から徒歩6分 

 
 

平成 26 年度 第16 回 村松志保子助産師顕彰会 式典  

受賞の皆さま            
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 平成26年１月18日晴天に恵まれ、恒例となりました谷中墓地の村松志保子碑等のお墓参りに、岡本理事・ 

原島ご夫妻・嶋村で行ってまいりました。数日前に、原島ご夫妻が、お墓の周辺の樹木の剪定やお掃除を 

していただいていたので、すっきりときれいになっておりました。 

 この谷中墓地で立派な方々のお墓がある中で、改めて村松志保子助産師や

ご親族の偉大さを知りました。 
 その後、両国にあります回向院にまいりました。境内には関東大震災供養
塔があります。関東大震災において、当時の住職や役僧が、亡骸を見つけて
は巡回回向し、日夜読経念仏したと伝えられています。また、回向院の成り
立ちが、人間はもちろん、生あるすべてのものへの仏の慈悲を説くというこ
とから、境内には「猫塚」「唐犬八之塚」「オットセイ供養塔」「犬猫供養
塔」「小鳥供養塔」など、さまざまな動物の慰霊碑、供養碑があります。 
現在も朝・夕の勤行において、無縁供養をはじめ、ありとあらゆる生命の供
養をしておられます。 

 平成25年度（2013年）が関東大震災（1923年）から90年ということで、 

村松志保子顕彰会として、関東大震災で亡くなられたすべての助産師諸姉・

村松和歌子様（村松志保子の御母堂様）・新里冬子様（村松志保子の高弟）

のご供養をしていただきました。 

お墓参りと回向院でのご供養のご報告 
                         

嶋村克子 理事 
 
 

会場：墨田区役所「リバーサイドホール1階ミニシアター」 



 

   
お知らせコーナー 
 ―♪日本助産師会に行きましよう♪― 

   ・保健指導室 勉強会 （第1火曜日午後） 
     ・楽しい子育て・孫育て講座 （第1金曜日午後） 

     ＊場所は東京本部になります。 

 

会員のみなさま 
 今年の夏も、東日本大震災に伴う電力節減対策が続いていますが、
体調など崩されませんように。みなさま、お身体ご自愛のほど、どうぞ
お元気でお過ごしくださいませ。 

お願い 
 当会では、みなさまの素敵なご活躍の声をお寄せいただき、会報で
ご紹介したいと思います。また、現在ご活躍されている方や歴代のお
産婆（助産師)さんをご存知の方など、みなさまからのご連絡をお待ち
しております。 

「村松志保子助産師顕彰会」入会のご案内 
【入会の方法】 
  本会の活動趣旨に賛同される方ならどなたでも入会できます。 
  所定の入会申し込み用紙で申し込み、入会費及び会費の 
  納入確認後、会長が入会を承認いたします。 

  入会金 ： 5,000円  年会費 ： 5,000円    

【お問い合わせ先・入会用紙送付先】 
  「村松志保子助産師顕彰会」事務局 
  住所：〒192-0914  東京都八王子市片倉町1181－5 
  電話・ＦＡＸ  ： 042-635-7117  

  Ｅメール   ： otafuku-o@nifty.com.jp 
【会費等振込先】 
  口 座 名：村松志保子助産師顕彰会 
  口座番号：郵便貯金 総合通帳  

   記号 （ １００４０ ） 番号 （ ９７１３６５３１ ） 

♪トピックス♪ 

南野知惠子先生 
栄誉ある「プリンセス・シーナカリン賞」を受賞！ 

（H25年10月22日にタイ王国宮中にて授賞式に出席されました） 
 

 
 

 

※ プリンセス・シーナカリン賞は、2000年にプリンセス・シーナカリンの生誕100年を記念して創設されました。 
毎年1名（または1団体）に看護や助産などの進歩発展に寄与した人に贈られる国際的賞で、日本人としては2人目の名誉です。

 

 
 

💛 

岡本理事 

南野理事長 

ご紹介の本は、当会理事（書記長）で日本助産師会会長の岡本喜代子先生と、 
聖路加看護大学臨床教授 進純郎先生が助産師のために書き下ろした1冊です。 
「助産」を通じ「いのち」を伝えていく仕事の重要性について語っています。 
 

 内容 
 Ⅰ 助産師について（進純郎） 
 Ⅱ 助産ケア技術について（進純郎） 
 Ⅲ 産科医と助産師の協働について（進純郎） 
 Ⅳ 助産力について（岡本喜代子） 
 
 発行 2014年4月（日本助産師会出版） 

 

 

 

新書のご紹介 

 

   







南野会長の挨拶で式典開始！  

   

    

平
成
二
十
五
年
第
十
六
回
 





人目の名誉です。 


